
 

 

 

  

Drupal８をやさしく学ぶ 

Drupal をやさしく学ぶ勉強会 

  

開催日 2015 年 9 月 30 日(水) 19:00-21:30 



1 

 

目 次 

I. はじめに .................................................................................... 2 

Drupal 7＆８のコア 

Drupal 8 の開発ステータス 

トピックス 

便利なツールやシステム 

デジタルマーケティング資料 

次回の勉強会 

なんでも質問コーナー 

II. 今月のモジュール ........................................................................ 5 

III. Dries さんのブログより、 ............................................................. 5 

The future of decoupled Drupal 

Drupal 8 now ships with beta-to-beta updates 

IV. Drupal8 をやさしく学ぶ .............................................................. 7 

Drupal8 について考えてみよう 

事例 

Drupal8 のインストール条件 

V. Drupal 6 から Drupal 7 へ ........................................................ 10 

VI. 実習 ........................................................................................ 10 

拡張モジュールの実習 

Drush コマンドで Drupal7 をインストール 

VII. クレジット、謝辞、ライセンス ..................................................... 11 

クレジット 

謝辞 

ライセンス 

 



2 

 

はじめに 

Drupal 7＆８のコア 

9 月 30 日(水)  https://www.drupal.org/project/drupal 

 

 

Drupal 8 の開発ステータス 

９月 30 日(水) Drupal 8 について、 https://www.drupal.org/drupal-8.0/get-involved 

Critical Issues がゼロになると Drupal CR(Candidates Release)になる 

 

 

トピックス 

DrupalCon Barcelona  https://events.drupal.org/barcelona2015/ 

各セッションの動画が見れる 

https://events.drupal.org/barcelona2015/sessions/accepted 

 

https://www.drupal.org/project/drupal
https://www.drupal.org/drupal-8.0/get-involved
https://events.drupal.org/barcelona2015/
https://events.drupal.org/barcelona2015/sessions/accepted
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https://events.drupal.org/asia2016/  Feb 18-21, 2016 

現在、このイベントに Bronze スポンサーとして参加予定中です。ぜひ、ご一緒に行きましょう！ 

 

 

 

 

https://events.drupal.org/asia2016/
https://events.drupal.org/barcelona2015/sessions/accepted
https://events.drupal.org/asia2016/
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Drupal Global Training Days in Tokyo, 11 月 21 日(土) 1 日コース 市民活動での Drupal 活用もあります！ 

https://www.drupal.org/global-training-days/2015 

 

 

便利なツールやシステム 

さまざま Drupal のコアや拡張モジュール、テーマ、ディストリビューションなどを無料で 30 分間、AWS クラウ

ドで体験できます。 http://simplytest.me/ 

 

 

 

デジタルマーケティング資料 

Nikkei MJ 2015 年 9 月 30 日から ガリバー、ネット通販に挑む 9 月 25 日 家庭菜園のお悩み解決 

 

ガリバーのネット通販 http://221616.com/   「Dolphinet (ドルフィネット)」×「Fyuse」開始  

http://221616.com/gulliver/news/blog/20150722-16488.html 

 

サカタのおうち野菜 http://www.sakataseed.co.jp/corporate/news/20150918.html 

 

次回の勉強会 

10 月 15 日(木) 19：00 から 横浜 かながわ県民センター7 階 「Drupal７のデザインを学ぶ」 

10 月 29 日(木) 19：00 から 久松町 2 号室 「Drupal8 をやさしく学ぶ」 

commerce で簡単なショッピング機能追加から、本格的なショッピングサイト＋国内決済機能」 

 

なんでも質問コーナー 

Drupal や CMS、クラウドなど、ご質問をお受けいたします。 

 

https://www.drupal.org/global-training-days/2015
http://simplytest.me/
http://221616.com/
http://221616.com/gulliver/news/blog/20150722-16488.html
http://www.sakataseed.co.jp/corporate/news/20150918.html
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今月のモジュール  

 

すみません、今月はお休みです。 

 

Dries さんのブログより、 

 

The future of decoupled Drupal 

http://buytaert.net/the-future-of-decoupled-drupal 

 

 

 

http://buytaert.net/the-future-of-decoupled-drupal
http://buytaert.net/the-future-of-decoupled-drupal
http://buytaert.net/the-future-of-decoupled-drupal
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Drupal 8 now ships with beta-to-beta updates  

http://buytaert.net/drupal-8-now-ships-with-beta-to-beta-updates 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://buytaert.net/drupal-8-now-ships-with-beta-to-beta-updates
http://buytaert.net/drupal-8-now-ships-with-beta-to-beta-updates


7 

 

 

Drupal8 をやさしく学ぶ 

 

Drupal8 について考えてみよう 

 

1. 次のサイトは Drupal8 で作るべきか 

Drupal７はコアと拡張モジュールが安定している、Drupal７は長期サポートがある 

 

2. Drupal7 と Drupal８の機能で、なにが必要かしっかり検討しましょう 

 

3. 機能について 

Drupal8 の機能が必要か エディター、Views、RESTful Web サービス、多言語化は Drupal8 のコアになる。 

Panles、Webform、XMLsitemap などメジャーな拡張モジュールは対応している 

 

4. フレキシビリティ(柔軟性) 

もし予算や開発期間が短い場合は Drupal7 にしましょう。 

 

5. 優位性 

Drupal7 でも Drupal8 の新機能を実現することは可能です。 

 

6. Web サイトのライフサイクル 

Drupal8 はこれからリリースされ、Drupal8 として改善が始まっている。成熟度は始まったばかり。 

 

7. セキュリティ 

Drupal8 のリリース後は、慎重に使いましょう。自分でユーザアカウントを作れる許可はなし、ユーザアカウン

トは最小限に、コメントは許可しないように、サイト訪問者がフォームを使って入力する機能は最小限に、な

ど。 

 

8. コミュニティ 

Drupal8 で、最初はコアや拡張モジュールなどのコミュニティサポートも不足しがちです。自分でサポートでき

る場合は OK ですが。 

 

 

事例 

https://www.mediacurrent.com/ 

https://www.mediacurrent.com/
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Drupal8 で多言語化 

 

もとは Drupal6 のサイトでした。スマートフォン対応となる。 概要は以下の URL で 

http://www.businessinsider.com/google-search-traffic-mobile-passes-desktop-2015-5 

 

ページコンテンツなどの作成が便利になった 

 

コンフィグレーション管理で、開発スピードアップ、カスタマイズコスト削減。バージョン管理や構成管理が容易、

すべての構成がバージョン管理できる、開発時の環境を公開環境へ移行が容易、など 

 

Twig テンプレートエンジンで PC からスマートフォン、タブレットまで対応、開発管理が容易 

http://twig.sensiolabs.org/    Twig を使ってみる http://qiita.com/tomk79/items/5ab61b4b24fb80fe8a90 

 

Web サービスが標準、たとえば Eloqua(エロクア)との連携が容易、Push と Pull ができる、REST API でコンテン

ツのインポート、JSON、XML など 

BtoB マーケ自動化ツールの本命「Eloqua」が日本上陸！ Web 担当者は CMS との連携にも注目 

http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2014/04/23/17332 

 

 

 

Drupal8 のインストール条件 

 

詳細は https://www.drupal.org/requirements 

 

 DB 

Drupal 8: MySQL 5.5.3/MariaDB 5.5.20/Percona Server 5.5.8 or higher with PDO and an InnoDB-

compatible primary storage engine, PostgreSQL 8.3 or higher with PDO, SQLite 3.4.2 or higher 

 

 PHP 

Drupal 8: PHP 5.5.9 or higher 

 

 Drush 

Composer、GIT 連携など 詳細は http://docs.drush.org/en/master/install/ 

 

インストール 

日本語対応 データベースの作成、サイト設定の画面以外は自動化 

http://twig.sensiolabs.org/
http://qiita.com/tomk79/items/5ab61b4b24fb80fe8a90
http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2014/04/23/17332
https://www.drupal.org/requirements
http://docs.drush.org/en/master/install/
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注意 https://www.drupal.org/node/1992030 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.drupal.org/node/1992030
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Drupal 6 から Drupal 7 へ 

マイグレーションの考え方 

 

Drupal 6 で使っている拡張モジュールが Drupal7 で対応しているか検討する。もし、Hook や独自カスタマイズも

ある場合も同様。 

 

Drupal６サイトの更新とバックアップ、拡張モジュールを外し、Drupal7 へアップグレード druah site-upgrade 

その後、Drupal7 で使っていた拡張モジュールをインストールし、データベースの更新 drush updatedb 

 

Drush コマンドでアップグレード手順 

Use Drush to Upgrade from Drupal 6 to Drupal 7   

https://dev.acquia.com/blog/use-drush-upgrade-drupal-6-drupal-7 

 

 

実習 

拡張モジュールの実習 

サーバにログイン 

SSH ツールのダウンロード TeraTerm の場合 http://osdn.jp/projects/ttssh2/ 

RSA ファイルは勉強会のサイトから http://cmslabo.org/techinfo の 

Google Cloud SSH RSA ファイル >> ここから 

サーバは xxx.xxx.xxx.xxx で接続 kazu  /  xxxxx  と上記の id_RSA ファイルを使って接続(会場にて説明) 

Drush コマンドで Drupal7 をインストール 

Drush コマンドは実行できます。  Sudo drush コマンド 

 

 

https://dev.acquia.com/blog/use-drush-upgrade-drupal-6-drupal-7
http://osdn.jp/projects/ttssh2/
http://cmslabo.org/techinfo
http://cmslabo.org/sites/default/files/etc/id_rsa
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クレジット、謝辞、ライセンス 

 

クレジット 

このマニュアル作者は、Gennai3株式会社の程田和義です。 

お問合せ 電子メール hodota@gennai3.co.jp 電話 044-220-1588 

 

謝辞 

本マニュアル作成は、主に以下のサイトを参考にしました。心より感謝いたします。 

出典：   https://Drupal.org 

 

ライセンス 

Drupal は Dries Buytaert による登録商標です。その他本マニュアルで使われている製

品および名称については、それぞれの所有者の商標または登録商標です。 

 

 

mailto:hodota@gennai3.co.jp
https://drupal.org/

